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緒 言
　 前立腺癌取扱 い規約第3版 でJewett　staging　system
(いわゆるABCD分 類)の 項 を見る と,第2版 までに
は記載のなかったstage　DOと い う分類が登場 した1)
第3版 のABcD分 類 はJewcttの分類 を 日本語訳 した
もの とされ てい る.Stage　DOと い う分類 自体 は古 く
からあった もので,そ の定 義は 「臨床 的には転移 を認
めないが血清酸性ホス ファターゼの持続 的上昇 を認 め
る」 であ る.し か しなが らこの分類,「血清酸1生ホス
ファターゼの持続的上昇」 とい うのは どうい う状態 を
さすのかが曖昧である.ま た,「前立腺 癌登 録ではDO
を省 く」 とい う但 し書 きが付 いているため,こ れ を ど
う扱 うべ きか困惑 する ことになる.
　文献 的 にもstage　DOと い う分類が記 載 されてい る
ものは多 くない.最 近 の海外文献で は前立腺全摘 など
の根治療 法後 に明 らか な臨床的病変が認め られ ない に
もかか わ らずPSAの 上昇が認 め られるいわゆ るPSA
failureと同義 に記載 されてい る ものが ある2'4)　しか
し,規 約 での記載 はあ くまで も酸 性ホス ファターゼで
あ り,Jewett分類 の原文 もacid　phosphataseについて
書かれた ものであ った5)一 方,転 移 は認 め られ ない
が血 清PAP高 値 を認め る症例 と解釈 されている文献
もある6).今回われわれ はstagc　DOを 「転移が認め ら
れないに もかか わ らずPAP高 値 を とる前 立腺 癌」 と
解 釈 し,そ の予後 を調 べ るこ とでstage　DOと い う分
類 お よびPAPの 意義 につい て考察 した.
対 象 と 方 法
　 1982--2004年の間に当院で経験 した病理学 的診 断の
ある前立腺癌 症例 のうち,診 断時PAPの 数値の記載
があ り病期診 断がな されていた1,029例を対象 とした。
臨床病期分類 は前立腺癌取 り扱 い規約第3版 に記載 の
Jewett　s aging　systemによった.臨 床的 に転移 の認 め
られ な い症例 の うち初 診時 のPAPが 高 値 の症例 を
stage　DOに 分類 し,こ の分類 を採用 した場合 と採用 し
ない場合の生存 曲線の比較 を行い,あ わせ てPAP値
やPSA値 と予後 の関係 について検討 した.生 存率 の




　対象症例の背景 因子 をTable　1に示 した.な お観察
期間 はO　一一263カ月,平 均41.5カ月で ある.
2)生 存率
　Fig.1にstage　DOを 採 用 しな い 場 合 のKaplan-
Meier法による生存 曲線 を示 した.5年 生存 率,疾 患
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Fig・2・　 Cause-spcci且c　survival　curves　fbr　stage　A・
　 　 　 　 B,C,　DO,　D　1.2　prostatc　canccr　classifying
non-metastatic　disease　with　elevated　PAP
　 　 　 　 (A:PAP>3ng/ml,　B:PAP>10ng/ml)
























　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 monthsO　　　24 　4S　 72　96　　120　144　　168
　 　 　 　 S惚ge　Avs　D　pく0.0001　Stage　B　vs　C　pく0.0001
　 　 　 　 Stage　B　vs　D　p〈).0001　Stage　C　vs　D　pく0.0001
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B
Fig.1.　Overall　survival(A)and　cause-specific
　 　 　 　 survival(B)curves　f～)r　stage　A,　B,　C,　D
　 　 　 　 prostate　cancer・
87,7%,stage　Dで30.9,42.4%であ った.
3)Stagc　DOを 考えた生存率
　転 移 が な くPAPが 高値(3　ng/mlまたは10ng/ml
を超 える)の 症例 をstage　DOと 分類 した場合 の疾患
特異 的生存 を示 す　Fig.2にみ られる ようにstage　DO
の生存 曲線 はstage　Dl,2よ りstage　B,　Cに 近 かっ
た.Stage　DOの疾患特異的5年 生存 率はPAP　3　ng/ml
超 と した場 合 は92.2%,10ng/ml超と した 場 合 で
95.6%であった.Stage　DOをstage　Dに 含 めてA,　B,






























　 　 　 　 B,C,　D　prostate　cancer　classifソing　no -
　 　 　 　 metastatic　d sease　with　elevated　PAP(A:
　 　 　 　 PAP>3ng/ml,　B:PAP>10ng/ml)as
　 　 　 　 stage　DO.
診 断時PAPで3ng/m1以 下.3～10,10超 の3群
に分 けて生存 曲線 を描 くとPAP高 値 な群 ほ ど有意 に
斎藤,ほ か:前 立腺癌　PAP 179
予 後が悪かった.し か し,stage　Dl,2を 除いた症例

































　 　 　 　 to　PAP　value　fbr　all　cascs(A)and　non-
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　 　 　 　 to　PSA　value　for　all　cases(A)and　non.
　 　 　 　 metastatic　d sease(B).
ついて検討 する と3群 間 に生存率 の差 は見 出せ なか っ
た(Fig.4),
5)PSA値 別の生存率
　初診 時のPSA(デ ー タのあ る881例)で30　ng/ml以
下,30～100,100超の3群 に分けて生存 曲線 を描 くと
PSA高値 な群 ほど有意 に予 後が悪か った.　Stage　Dl,
2を 除いた症例(転 移の認 め られない症例)の みでの



























第3版 の腫瘍マーカーの項でも 「前立腺性酸性 フォス
ファターゼ(PAP)は現在ほとんど用い られない」と
されている.
　 しか しその反面,規 約第2版 までには記載のなかっ
たstagc　DOとい うPAPに基づ く分類が登場 した.
「DOは一般 に必ず しも受 け入れ られるもの とはいい
がたく,前立腺癌登録ではDOを 省 く」 とい う但 し書
きがあるとはいえ,stage　DOを考えるならばPAPを
捨てきれないことになる.こ のような状況に困惑 した
ため,わ れわれは今回のような検討 を行 ってみた.





検討 して も転 移の ない症例 に限って検討 して もFig.5
に示 した ように予 後 との関係 を明確 に示 すこ とが 出来
る に もか か わ らず で ある,そ の ため 「転移 が ないが
PAP高値 の症例」 をstage　DOと分類 した場合,生 存
曲線 はstage　Dよ りむ しろstage　B,　Cに 近い カー ブ
とな り,stage　DOをstage　Dと してカテ ゴライズす る
とFig.3のよ うにstage　ABCD間 の生存 曲線 のコ ン ト
ラス トが弱 まって しまう.こ の結果 か らこの患者群 を
stage　Dの カテ ゴ リーに入れ るの は予後 とい う観点か
らはあ ま り合理的では ない といえ よう.
　最 近の文献ではstage　DOをPSA再 発 のような もの
と解釈す る場 合が多 く12),まさにPSA再 発 とほぼ同
義 に扱っ ている海外 論文 もあ り2～4),PAPをPSAと
読みか えるな らば この カテ ゴリーは明快 な ものとい え
るので今後 この ような形で定着 するのか も知れ ない.
しか し,stage　Dは 転移 が存 在す る とい うカテ ゴ リー
で あ る とい う感覚 か ら考 える と,PSA再 発 は転移 と
は限 らず局所再発 もあ りうる とい う観点 か らやや な じ
まない感 じも残 る.
　 前立腺癌 取 り扱 い規 約第3版 においてはABCD分
類 よ りもむ しろTNM分 類 を主 たる もの と した記 載
に変 化 してお り,ABCD分 類 は今後 少 しつつ使用 機
会が減 ってい くもの と思われるが,stage　DOと い うカ
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